
どうやったら多くの人が参加し、より多くのデータが集められるか？ 

 

 １ 水俣市が SDGｓ未来都市になるまで 

 

 

 

 

２ SDGｓマップに取り組む目的 

水俣市民への SDGs の普及と水俣市で行われている SDGs に関連した取組みの周知をより広く行う。 

（水俣市の活動例）１７の Goal に該当する様々な活動を実施している！ 

Goal６：処理する過程で発生する微生物を処理し肥料及び土壌改良剤として販売している。 

Goal10：グローバル園芸療法センターでは、障がいがある人に「園芸療法」を通して自立を支援している。 

Goal14：「海と川のクリーンアップ作戦」と題し、水俣川周辺や海岸のごみ拾い活動を行っている。 

３ 慶應義塾大学との共同研究事業における、昨年度までの取組み 

 2015 年 水俣市と慶應義塾大学による連携・協力協定締結、水俣高校とも交流学習を実施している 

環境と発電を関連させたデジタルアート作品の製作（H29・30 年） リグラスと LED を用いたアート作品（水俣の地図）の製作（H30・R1 年） 

水俣市内に様々なセンサーを設置し、「水俣の環境を視覚的に
楽しむ」をコンセプトに、センサーの結果により LED の色を変化さ
せる竹灯籠などのアート作品を制作した。 

・リグラスで水俣市内の地図を作成し、市内のSDGｓ関連事物や評価
を慶應義塾大学植原教授が作成した WEB アプリに投稿する。アート
作品に SDGｓの目標達成度合いが投影される。 

                          課題： 

４ ＳＤＧｓＭａｐアプリによって目指すもの 

昨年までの活動を受け、今年度の活動としてま
ずは以前使用した WEB アプリを使用し、写真を
デジタルマップに送信し地図上に表示すること
で、どこにどんな SDGｓに関連したものがある
のか確認し、改善点等を話し合った。（８月） 
さらに、アプリを開発するにあたって自分たち
がどんなアプリを作りたいのか、何を目的にし
てどのような機能をつけたいのか、Miro を
使って意見を出し合った。（９月） 

５ 目的と現在の取組・これからの活動 

 

           

 

現在の取組み 

SDGｓマップ開発のための準
備を行っている。 
Flutter でアプリを制作する
ために、パソコンに Linux
環境をセットアップし、VS 
Code のインストールを行
う。 

現在の取組み 

アプリができたときの画面の構
図や、どのような機能を組み込
むのか優先順位を考えながらイ
メージをアウトプットする。ま
た、ログイン画面、投稿画面、
閲覧画面のデザインと遷移を考
える。 

 

今後の取組み 

Flutter を使いアプリ制作をはじめる。 
Widget を使い、画面を校正する 

 

今後の取組み 

目的を達成するためのイベントや活
動について意見を出し、まとめる 
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観光客に楽しみながら水俣の良さを知ってもらい、SDGs についても学んでもらう。 

加えて水俣市のSDGs的な問題点を観光客に指摘してもらう。 

どのようなアプリを 

作るべきか？ 

参考・引用文献 水俣市 HP「私たちの SDGｓ」https://www.city.minamata.lg.jp/kiji0032703/index.html（2022.11.11） 
熊本県 HP「水俣病の発生・症候」https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/47/1707.html（2022.10.28） 
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学校周辺の SDGｓスポットを捜索中 
みんなの意見を集約、目的を決める 
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